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JR東日本の産学連携の取組みについて概括します。一

つは当社の産学連携に関する考え方について、もう一つ

はどのような連携を行っているのか、どのような成果を

出しつつあるのかという具体的な事例を交えた現状の取

組み等についてお話をしたいと思います。

まず研究開発を取り巻く環境の変化ですが、これはJR東

日本グループを取り巻く環境の変化と言い直してもよいかも

しれません。当社グループの鉄道事業あるいは関連するさま

ざまな事業を取り巻く環境の変化をとらまえた上で、すべて

分析し尽くされたものではありませんが、私共は今後3つの大

きな変化があるのではないかと考えています。特に少子高齢

化や今般顕在化している想定を超えた自然災害等々、さまざ

まな社会環境の変化が非常に激しく速いと感じています。或

いは安全・安定輸送への訴求、更にはその先の安心という

概念、時間価値の向上といった顧客価値の変化についても、

これから大きな変化があると考えています。またそういったこ

とに対応していくための手段として、技術の革新、例えば大

容量の高速通信技術はじめ新材料の出現等々、非常に大き

な変化が私共を今後取り巻いていくと認識しています。

このような変化に対応して、ブレークスルーを可能とする

ようなますます多くの長期的・基礎的な研究、具体的には次

の図のようなテーマが大変重要になってくると考えています。

そういう意味で、現実的あるいは短期的に解決すべき

開発課題については、これまでも産業界の皆様の十分な

協力をいただきながら進めており、今後も産業界の様々

な現実的な技術領域との連携が引き続き中心となると思

っておりますが、基礎的かつ長期的な課題については、
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大学とのさらなる連携を進める中でブレークスルーを実

現できるのではないかと考えています。

先程の基調講演でもお話がありましたが、最近、大学が随

分変わりつつあると感じています。具体的には、すぐれた大学

での研究成果を目に見える形で社会に還元しようという大学

側の使命、そして産学連携の推進を全学的な取組みとして戦

略的に実施していこうと考えられている事。大学としての総合

力を活用し、あるいは企業との活発な交流の場を提供し、さ

らには共同研究の実施においてコーディネートを行う組織を作

られている、ということが我 に々も明らかになってきました。そ

ういった意味で私共としても、大学との密接な連携について

具体的に可能な環境が整備されつつあると思っています。

そういった中で、私共は産学連携を推進していくにあ

たり、具体的なスタイルは色々あるとは思いますが、2つ

期待をしています。一つは当社の課題を解決する可能性

のある大学側の持つ技術シーズへの期待です。もう一つ

は、複合的かつ学際的な課題について、大学の一学部、

一研究室という器の中ではなく、大学総体としてのアプ

ローチということに大きな期待をしています。これから

の時代、社会の複雑さ、あるいは様々な環境の激変とい

う中において、そういったアプローチ・課題のとらまえ

方をしないと解決策は見出せないと私共は思っています。

私共JR東日本が発足して、4月で20周年を迎えます。こ

の間、会社発足をして間もなくより、トップのリーダー

シップのもとに、産学連携を進めてきました。その具体

的な事例についてご紹介します。

まず、私共が一番具体的に企業ニーズとして持ってい

るものを大学側のシーズとぶつけ合って研究をする、こ

れが通常いう共同研究もしくは委託研究です。これまで

30を超える大学と共同研究等を進めています。長丁場の

ものもありますが、大半は数年程度のレベルで、その

時々の色々な課題をこなしてきました。日本の場合は私

共の会社のロケーション上どうしても首都圏エリアの大

学との関係が多くなっていますが、北は北海道から南は

九州に至るまでかなり幅広いエリアで大学の皆様と共同

研究等を進めています。また海外ではオンリーワンであ

りますがアメリカ合衆国のマサチューセッツ工科大学

（MIT）とかなり長く深い連携を取っております。

共同研究のテーマについては、安全性・安定性の向上、利

便性・快適性の向上、コストダウン、地球環境への貢献、そし

て駅における新たな展開、という私共の会社の企業戦略に

合致させて、具体的な成果をめざして取り組んでいます。

JR東日本における産学連携の具体例紹介2.
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具体例を2つ紹介します。現在、新幹線の高速化研究開

発に相当なエネルギーをかけて多くのテーマに取り組ん

でいますが、これは当面の開発というよりも先の取り組

みになるかもしれませんが、鉄道車両が高速で走るとき

の空力騒音という問題に関して、もう一歩先の解決方法

はないだろうかということで、車両間の継ぎ目の部分に

着目し、現在はこれを覆って平滑化し音をなるべく低減

しようとしていますが、そこにおける空気流を制御する

ことによって空力騒音を防いでいく方法はどうかいうこ

とで取り組んでいます。大学からは大規模数値流体解析

プログラム等の技術の供与を受け、また私共は社員を大

学に派遣しスーパーコンピュータを稼動して風洞実験等

を行うという研究をしています。

次はかなり地道なところですが、鉄道を構成する基本

的な設備であるレールは、安全を支える非常に大事なイ

ンフラです。これを日々検査する際に通常部分は探傷と

いう機械化された方法でチェックができるのですが、レ

ールの底部についてはそれができないということで、ガ

イド波という新しいセンシング技術を使いながら実現し

ようという研究です。

次の図は数年前に試みた一つの形で、公募を行って共

同研究のパートナーを見つけ、課題を立てて進めていく

という試行をしました。70大学から90を超える多くの応

募がありました。最終的にはかなり絞り込ませていただ

きましたが、現在これらの成果についての実用化に向け

た取組みも具体的に進んでいます。このような方法論に

トライをしたこともありました。

次は寄附講座です。これはJR東日本が発足してかなり

初期の段階に始めることとなりました。これまで6大学と

さまざまなテーマで行っております。
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例として、慶應義塾大学とは「交通運輸情報プロジェ

クト」を立ち上げており、交通運輸システムのサービス

に関する研究を湘南キャンパスの皆様と進めています。

北海道大学との寄附講座については、この大学の大変

得意な寒冷地における防災の研究ということで、かなり

永続的に進めている事例です。

また、私たちは共同研究あるいは寄附講座について、

単にそこから成果を得ることだけではなく、極力当社社

員を大学へ派遣して一緒に進めるというスタイルを採っ

ています。この間、80名を超える当社の技術系社員がこ

ういった経験を積み重ねており、今日に至っています。

まだまだ十分とは申しませんが、技術人材・研究人材の

基盤づくりにも寄与しており、これからもさらに進めた

いと考えています。また逆に、大学から私共の研究開発

機関へお越しいただき共に研究するというスタイルもぜ

ひ進めていきたいと思っています。

私共は当社グループのさまざまな課題を解決するため

に、大学が既にお持ちの、あるいは一緒につくり上げて

いく技術シーズに大変期待をしています。また、特に今

後は複合的かつ学際的な課題に対する大学総体としての

アプローチに期待しており、色々な課題に対して根本的

なところから解決を探るような研究に取り組んでいきた

いと思っています。そして研究開発基盤の強化に向け、

人材交流という形をより積極的に進めていきたいと考え

ています。

今後に向けて3.


